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　インフォームド・コンセント（IC）対する
認識と理解は様々であり、患者及び医療従事者
においても未だ画一的なものはない。我々は、
lCについての教育を行うに当たり、現状の認
識の程度を知る為に、本院職員を対象に職種が
偏らぬ様にアンケート調査を行い、955名の回収
を得た。これを医師・看護婦・薬剤師・技師・
栄養士・事務に分けた職種別集計を行った。集
計結果をみると、　「自分がどの程度ICに対す
る理解があるか」では『全く知らない』職員が
約1割おり、その大部分は患者との接触が少な
い「事務」と「栄養士」とであったた。　「ICを今
後より普及させる必要性があるか」では全職種
で『必要性が高い』と認識していた。　「lCを
法制化する必要性があるか」では、医師の賛成
は少なく【裁量】に係わると推定された。　「l
Cを行う上で発生した問題は何か」では、職種
で異なり、薬剤師・技師等の患者と常時接触す
る機会の少ない職種では、　『医師と医療従事野
間の連絡に問題』が多く生じていた。　「ICを
忠実に施行した場合に生じる問題」は『時間的
余裕が無くなる』が最も多かった。
　以上の結果から、理解度合いの低い職員には、
啓蒙対策が必要と考えられるが、lCの普及意
識は全体に非常に高いといえた。特に問題は、
医師からの情報不足が原因でlC上に問題が多
く発生する事であり、解決に要する時間に対し
て、全ての職種で特に問題意識が高かった。
　従ってlCをより普及させる為には『時間的
余裕が無くなる』問題をまず解決することが先
決であり、その方法には、医師が中心となり相
互連絡体制を整えると共に、学校教育の場で
「効率の良いIC教育」の必要性がある。
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　昨年の本総会において不定愁訴を有する婦人患
者とヒト常在性EBウイルス（EBV）感染の関連につ
いて報告した、，
　患者全員がEBV特異的抗ウイルスカプシド抗原
（VCA）一IgG、抗EBV核内抗原（EBNA）抗体共に陽性で
あり、これらの抗体像から患者はEBVにすべて既
感染、即ち潜在持続感染者であった。抗VCA－IgG
抗体価をみると、　抗体価平均において患者群は
755倍、これに対して対照健康人群406倍となり、
患者群が明らかに高く、抗早期抗原（EA）一IgG抗体
においては90％の患者が有し、患者におけるその
平均抗体価も対照健康人よりも高値を示した。抗
VCA－IgG高値であることと抗EA抗体の存在がEBVの
活性化の指標とされており、不定愁訴を訴える婦
人患者の大半がEBVの再活性化を強く起こしてい
るということを示唆しk，
　今回、EBV同様、潜在感染し再活性化により身
体にさまざまな変調を引き起こすヘルペスウイル
ス群のうち、　human　cytomega　l　ov　i　rus（HCMV）、
varicella－zoster　virus（VZV）およびhuman
herpes　virus－6（HHV－6）と本疾患との関連につい
ては、それらウイルスの抗体価を検討した。
　HHV－6においては患者群、　対照群共に全員が既
感染者であった。また、平均抗体価に両者間で差
異は見られなかった、，VZVにおいては両群共大半
が既感染者であった、，患者の1人が抗体高値を示
したが、それを除くと両群の平均抗体価に差はな
かった。HCMVにおいては半群共上記ウイルスと同
様大半が既感染者であった。　患者群の中に3人の
抗体高値者が見られ、抗体価の分布も対照群に比
べ患者群がや＼高値に位置し、本疾患と何らかの
関連を示唆していると考えられる。
　本疾患患者において潜在持続感染している上記
4ウイルスの中で特にEBVの再活性化が強く起きて
いることが示唆され、またHCMVにも本疾患との関
連の可能性が示された。
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